










英語では，児童は child とされており，その定義も様々である。child という語源は子宮とい
う意味から来たものでありそこから，OED では生まれる前の胎児や生まれたばかりの新生児を意
味していた。11 世紀になると，現代の意味が付け加えられた。A young person of either sex 





から出た，『オックスフォード児童文学百科事典』の中で Jack Zipes は児童文学についてこう述
べている。
Children's  l i terature has come of  age,  and in fact ,  i t  is  so  mature,  diverse,  and 
complex that it is almost impossible to define, let alone describe and explain. This 
is always the more reason why we need an international encyclopedia of chi ldren's 
literature that seeks to be as inclusive and exhaustive as possible and yet acknowledges 






英米児童文学論  ―  ナーサリー・ライム






































































学童期以前から子供が親しむ児童文学といえば , まず考えられるのがこの Nursery Rhymes5 で
ある。アメリカでは一般的に Mother Goose という呼称で知られているが，その定義は，子供向
けの古い詩歌というものである。
Carole H. Carpenter は，ナーサリー・ライムを以下のように簡潔に定義している。
Verses of  early chi ldhood from birth through kindergarten̶many derived from 
and st i l l  act ive  in  oral  tradit ion,  together  with  l i terary  vers ions  purposeful ly 







カーペンターは続けて，韻文の形式を述べている。具体的には，counting rhyme, bouncing 





さらにこれが 1824 年にナーサリー・ライムとして，Iona and Peter Opie が編纂したものが，
いわゆる出版物として残っている。この中にはナーサリー・ライムだけではなくバラッドなども
含まれており，そこには皮肉やユーモアが散見される。出版物の歴史としては，1766 年ごろに出
された John Newbery のMother Goose's Melody; or,  Sonnets for the Cradle が現れて，そ
の中ではマザーグースとその音楽性との結びつきがよくわかるようになっている。オリジナルの
Charles Perrault's Histories or Tales of  Past Times,  Told by Mother Goose  (1729) で
は，物語性が強調されているのに対してニューベリーのものは音楽性が強調されているとカーペン
ターズは述べている。さらには，Robert Chambers の Popular Rhymes of Scotland  (1826),  






マザーグースが出版される運びとなった。それが Kate Greenaway のMother Goose;  or The 




たものとして，Walter Crane の Baby Opera  (1877) や Arthur Backham のMother Goose;  




















































A Legendary crone in  European popular  tradit ions  assoc iated with fa iry  ta les 
and nursery rhymes,  this character is  the modern-day descendent of  an ancient 
type in Western European folklore,  which is related to the f igures of  the witch, 
garrulous nurse,  and the wise woman Mother Bunch̶all  regarded with suspicion 









童話の英訳本，Stories and Tales of  Times Past からである。さらに 1820 年代にマンローとフ
ランシスが，Mother Goose rhymes という名の童謡集を出版する頃までにはアメリカでもこの名
がひとつのジャンルとして確立したと一般的にいわれている。
ナーサリー・ライムの行方
19 世紀それから 20 世紀，さらに 21 世紀に入ってもこのマザーグースを中心としたいわゆる子
供向けの童謡はますます形を変えさらにはいろいろなエンターテインメントの形をくわえて，発展
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